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論文内容の要旨
【緒言・目的】脳卒中片麻痺患者の歩行において、麻痺側下肢を振り出す際のトウクリアラ
ンス（つま先の挙上）は、転倒の主要因とされるつまずきに関連する。安全な歩行を獲得す
るためには、十分なトウクリアランスを確保することが必要である。健常者は遊脚期に股
関節や膝関節を大きく屈曲して下肢を振り出すが、片麻痺患者ではこの下肢の屈曲運動が
減少しており、代償運動として骨盤挙上や分回しを伴うことが報告されている。この遊脚
期の代償運動によって、片麻痺患者がトウクリアランスを得るために用いる身体運動は、
健常者よりも複雑な構成となっている。片麻痺患者の歩行能力向上を目的とした効率的な
介入を考える上で、トウクリアランスが実質的にどのように得られているかについて理解
することは非常に重要である。
　本研究の目的は、片麻痺者の遊脚期におけるトウクリアランスを構成する身体運動を明
らかにすることとした。
【対象】対象は、脳卒中により片麻痺を呈した患者50名（男性39名，女性11名）とした。片麻
痺患者の選定基準は、一側の病変であること、トレッドミル上を補装具及び介助なしで歩
行可能であることとし、神経筋疾患や関節拘縮を有する者は除外した。
【方法】三次元動作分析装置KinemaTracer®（キッセイコムテック株式会社）を用い、対象者
のトレッドミル歩行を快適速度にて計測した。麻痺側遊脚の指標値として、トウクリアラ
ンス、下肢短縮量（大転子からつま先までの距離の短縮量）、股関節挙上量、足部外側移動
量、下肢関節角度変化量（股関節屈曲，膝関節屈曲，足関節背屈）を算出した。股関節挙上
量は骨盤挙上を表す指標値として、また、足部外側移動量は分回し（股関節を外転すること
による代償）を表す指標値として算出された。すべての指標値は、麻痺側立脚中期から麻痺
側遊脚中期の変化量として算出された。分析では、下肢短縮量と他の指標値との相関を検
討した。また、トウクリアランスを従属変数、下肢短縮量、股関節挙上量、足関節外側移
動量を独立変数として、最小二乗法による重回帰分析を実施した。統計処理はp＜0.05を有
意とした。
【結果】下肢短縮量は、股関節、膝関節の屈曲角度変化量とr=0.59、0.80の有意な正の相関を
示した。また、股関節挙上量、足部外側移動量とr=-0.75、-0.41の有意な負の相関を示した。
重回帰分析の結果、トウクリアランスを説明する有意な独立変数は、下肢短縮量と股関節
挙上量であった。決定係数は0.95であった。
【考察】下肢短縮量は、遊脚時の股関節・膝関節の角度変化量と正の相関を示しており、特
に膝の屈伸運動の影響が大きいことが示唆された。一方、下肢短縮量は、代償運動の指標
である股関節挙上量や足関節外側移動量と負の相関を示した。トウクリアランスの確保に
おける、下肢の遊脚機能と代償運動のトレードオフの関係が確認された。重回帰分析の結
果、トウクリアランスは主に下肢短縮量と股関節挙上量によって規定されることが明らか
となった。足部外側移動量は有意な独立変数とならなかったが、つま先離地など、本研究
で着目した遊脚中期よりも早い時点でトウクリアランスに寄与している可能性があるため、
さらなる検討が必要と思われた。
　本研究の結果から、転倒予防に重要なトウクリアランスに寄与する身体の動きが明確に
示された。このことは、リハビリテーション医療において片麻痺者の歩行再建の練習ター
ゲットを考慮する上で有用な所見となると考えられた。
論文審査結果の要旨
　この研究の目的は、トレッドミル三次元歩行分析によって脳卒中片麻痺者の遊脚におけ
るトウクリアランスを構成する運動要素を明らかにすることである。
　補装具及び介助なしでトレッドミル歩行が可能な一側性脳卒中片麻痺患者50名を対象に、
三次元動作分析装置を用いた快適速度でのトレッドミル歩行が計測された。麻痺側遊脚の
指標値としてトウクリアランス、下肢短縮、股関節挙上（骨盤挙上）、足部外側移動（分回
し）が算出され、下肢短縮と他の指標値との相関が検討された。下肢短縮は膝関節屈曲角度
と正の相関を、股関節挙上、足部外側移動と負の相関を示すことが明確となった。
　また、トウクリアランスを従属変数、下肢短縮、股関節挙上、足関節外側移動を独立変
数として行った重回帰分析でトウクリアランスを説明する有意な独立変数は下肢短縮と股
関節挙上で、決定係数は0.95であることが示された。
　これらより、下肢短縮の主な成因は膝屈伸運動と考えられること、トウクリアランスの
確保における下肢遊脚機能と代償運動がトレードオフ関係にあること、トウクリアランス
は主に下肢短縮と股関節挙上によって規定されることが明らかになった。
　本研究は、歩行成立に重要なトウクリアランスを形成する身体運動を定量化するもので
あり、片麻痺者の歩行再建を考察する有用な知見として、十分に学位論文に値するものと
判断された。
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